



















わせて 1,427市場が開設されている（表 1および表 2）．
野菜および果実の卸売市場経由率は，後述する市場外流通の増加に圧されて漸減しているが，野
菜および果実（青果）を合わせて 71.4％が卸売市場を経由して流通している（平成 11年）．
野菜について見ると，平成元年の卸売市場経由率は 85.8％であったが，平成 11年には 80.3％と
なっている．
果実では，卸売市場経由率は平成元年の 78％から平成 11年には 57.2％にまで低下している．
全国の中央卸売市場への野菜の出荷者の内訳（平成 12年度）を見ると，取扱高合計金額のうち
57％を農協系統出荷団体が占め，産地出荷業者が 12％，個人生産者が 10％，商社が 7％で，この 4
者を合わせて 86％を占めている．
京都マネジメント・レビュー　　第 2号64
また，果実では，農協系統出荷団体が 62％，商社が 13％，産地出荷業者が 7％，個人生産者が 6
％で，合計 88％を占めている．
中央卸売市場（全国）の売買参加者数の業種別割合を見ると（平成 11年 3月 31日現在・青果部















中央卸売市場 86市場（56都市） 億円 （経営体数）
54,518 249 5,719 45,576
青　果 71市場（55都市） 23,240 106 2,213 24,587
水産物 53市場（46都市） 27,177 93 3,267 9,414
食　肉 10市場（10都市） 2,339 10 104 1,941
花　き 24市場（19都市） 1,392 31 100 9,628
その他 9市場（6都市） 370 11 35 6
資料：農林水産省総合食料局流通課調べ






















青果物 718 16,736 800
水産物 339 11,686 386
（消費地）
水産物 345 9,226 349
（産　地）
食　肉 34 2,731 30
花　き 187 3,742 191
その他 737
資料：農林水産省総合食料局流通課調べ
（注）1.地方卸売市場の総合市場は 172（うち 122は青果物及び水産物市場）で，単独市場は青果物 550，水産物
（消費地）190，水産物（産地）345，食肉 25，花き 145である．
2.卸売業者は許可件数（1,655は経営体数）である．経営体のうち 2品目以上取扱う業者が 95，青果物のみ






生産者が 11％，出荷団体が 11％，水産会社が 4％，商社が 3％で合計 76％を占めている．
しかし冷凍魚介について見ると，産地出荷業者は 28％を占めるに過ぎず，水産会社（20％）と商
社（11％）が合わせて 31％を占める．
水産物の卸売市場経由率は，平成元年度は 74.6％，平成 11年度は 68.6％となっている．
全国の中央卸売市場での水産物部門での売買参加者数の構成比は，一般小売商 74％，スーパー業















平成 13年中（開場日数 276日）の取扱高は，青果 54万 t，水産物 21万 t，加工食料品 3万 tの合









（平成 13年 10月 6日調査）．
上記の食料品を搬出する貨物車（トラック）の台数は，平成 13年 10月 5日正午から 10月 6日正
午までの 24時間で合計 9,856台に上った．
4. 牛・豚肉の流通 3,4)
平成 13年度の牛肉の推定流通量（出回り量・部分肉ベース）は 91万 tで，そのうち 32万 t（35
％）は国産品，59万 t（65％）は輸入品であった．
平成 13年度の豚肉の推定流通量（出回り量・部分肉ベース）は 155万 tで，そのうち 87万 t（56
％）が国産品，68万 t（44％）が輸入品であった．

































鶏肉（ブロイラー）は，全国 3,385戸の生産者が 5億 6,787万羽を生産し，これを 208場の処理場
で処理・解体し，屠体，中ぬきの形態で 72,978t，解体品（むね肉，もも肉，ささみ，手羽，きも等）



































































の力が強い．平成 9年の商業統計で見ると，総合スーパーの全国の店舗数 1,888店，年間販売額 9兆











































































表 3　2人以上の一般世帯の購入先別・品目別の 1世帯あたり 1ヶ月の支出
購入先 魚介 肉類 野菜・海藻 果物 調理食品 菓子類 全食料
一般小売店 1,643円 885円 1,361円 756円 1,388円 1,933円 12,765円
スーパー 6,330 5,325 6,275 1,958 3,625 3,115 37,695
コンビニ 43 36 55 18 619 314 1,629
百貨店 575 383 421 128 504 670 3,335
生協・購買 911 843 996 298 709 371 5,982
ディスカウント 87 71 88 30 58 122 1,690
通信販売 42 16 60 33 72 31 440
その他 301 77 929 497 373 309 4,531






出所：総務省統計局，平成 11年全国消費実態調査報告，平成 13年 9月．
表 4　単身世帯（男女平均）の購入先別・品目別の 1世帯あたり 1ヶ月の支出
購入先 魚介 肉類 野菜・海藻 果物 調理食品 菓子類 全食料
一般小売店 608円 243円 657円 478円 1,141円 1,005円 6,496円
スーパー 1,767 1,067 2,112 862 1,626 885 12,097
コンビニ 59 43 75 31 1,648 458 3,869
百貨店 212 110 169 71 258 316 1,524
生協・購買 117 71 147 64 156 71 950
ディスカウント 39 22 41 13 22 52 607
通信販売 19 2 22 26 25 10 196
その他 116 16 220 149 335 152 2,144




















































牛肉 48 10 42
豚肉 40 31 29
鶏肉 32 9 59
レタス 49 12 39
タマネギ 49 11 40
ハクサイ 45 19 36
ダイコン 40 40 20























店の種類 野　　菜 果　　実 鮮　　魚 精　　肉 そ  う  菜 冷凍食品
一般小売店（専門店） 16.3（19.7） 16.3（17.6） 14.2（18.4） 12.2（14.5） 4.4（  6.2） 0.7（  0.7）






総合スーパー 19.5（20.2） 21.0（23.4） 22.1（23.7） 22.6（23.8） 24.0（31.2） 31.2（34.8）
食品スーパー 39.1（33.2） 38.6（35.0） 40.2（31.8） 37.6（33.0） 32.9（36.1） 41.6（37.5）
コンビニエンスストア 0.0（  0.0） 0.0（  0.1） 0.0（  0.0） 0.1（  0.0） 1.1（  0.6） 0.0（  0.3）
小計 58.6（53.4） 59.6（58.5） 62.3（55.5） 60.3（56.8） 58.0（67.9） 72.8（72.6）
生協 11.6（11.4） 11.6（10.9） 14.0（14.5） 19.0（20.6） 7.9（11.3） 16.9（21.5）
農協 2.8（  3.6） 1.5（  2.1） 0.4（  1.1） 0.8（  1.0） 0.4（  0.9） 0.6（  0.5）
デパート 0.9（  0.5） 1.0（  0.7） 2.7（  2.9） 3.7（  2.9） 8.0（  7.8） 0.7（  0.9）
小売市場 2.7（  3.6） 2.8（  3.3） 2.8（  3.2） 1.4（  1.4） 0.7（  1.3） 0.3（  0.4）














食肉の仕入先 牛　肉 豚　肉 鶏　肉
食肉市場，荷受，センター 5.1％ 4.3％ 5.8％
食肉・食鳥問屋 55.1 54.2 46.6
自社 CK，配送センター 2.0 1.7 2.7
小売店，スーパー 35.3 37.0 39.1
共同仕入 0.5 0.3 0.7
その他 2.1 2.5 5.2










































































10）外食産業統計資料集 2002年版，（財）外食産業総合調査研究センター，平成 14年 3月．
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The Fresh Food Marketing in Japan
Tooru KOMAI
ABSTRACT
Public (Central and Local) Wholesale Markets have played major roles in the distribution of
fresh foods in Japan in the past several decades.
At present, 80.3% of vegetables, 57.2% of fruits, 68.6% of marine products, 22.5% of beef
and 12.8% of pork are distributed through a total of 86 Central and a total of 1,427 Local Public
Wholesale Markets in Japan, where wholesale prices of fresh foods are determined by auctions
and biddings and those wholesale prices are functioning as the standards of fresh food products
throughout the country.
However, recently various trading activities are being developed which bypass the Public
Wholesale Markets and try to materialize and expand the direct marketing by agricultural co-op
organization, individual producers, farmers’ organization, food companies, trading firms and
local shippers.
In this paper, the raison d’être of Public Wholesale Markets, the activities of bypass
distributors and micro-marketing activities including farmers’ markets, private delivery systems
and internet trading are discussed.
The factors related to the commercial values of fresh foods and the amounts of each kind of
fresh food distributed to the various end users such as home-cooking, food service and food
manufacturing are different, and accordingly, for the successful fresh food marketing, those
factors and amounts must be well understood and taken into account especially by the
managers of grocery stores.
